
















Although sales are expected to TOm10ka Silkヽlill wOrld Heritage Site,this
registratiOn is part Of the UNESCO WOrld Heritage preservation
activities UNESCO Japan is deve10ping aヽVOrld TerakOya MOvement Terakoya Of
the Edo periOd,as an educatiOnal institutiOn of the cOmmon people was state―or
the―art OrganizatiOn in the、vOrld
Ne、v public have been proposed,in the EdO periOd also corresponds 01d pllblic
=niょ
£岬1:、瑠 Lよ爺よ跳f:::ぶ肌肌::肥胤leoJ。
We have verified that exp10re the backgrOund tO the Terakoya in the EdO
period、vas established tO cOnsider a summary contents of educatiOn and the
installation situatiOn Of the Terakoya,learning methOds,methOds Of Operation,






















































オックスフォード大辞典では,「one whO voluntarily oflers Or enrOll himself fOr
mnitaw service」と志願兵との説明があり,1638年の最も古い記録では「one wh0 0f






















































区 分 郷 村 戸数 ノ、ロ
民 業 の 戸 菫 一人当 生産額
農家 i家 工 : 薪炭 作業 姜蚕
勢多郡 13,32164.15111 713 224
59
群馬郡 27273109,14318,049 4.0431,057 127

















計 1144115,182540,76289,346 9,6462,765l,0632,397108 59
注1群馬県立文書館紀要第27号45頁より作成 こ楽君いのF撃人 口 に 明 ●






























区分 宅 地 戸 数 人 口 農家 商家 工家 他
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?? 日本教育史 郷村数 市町村誌
総数 江 戸 明 治 総 数 江 戸 明 治









群馬郡 210 238 1 0
多野郡 71 76 2
■楽郡 150 8 3 1
確 氷 郡 77 3 10 10 0 70
吾妻郡 125 115 7 0 80
利根郡 3 2 2 0 111
佐波郡 38 91
新田部 107 9 122 5
山田部 73 6 4 3 1 51
邑楽郡 ,2 6 8 l
































しかし,「何レデ修学セシヤ不明ナルモ学問二精通シ   」,「幼クシテ学ヲ好ミ独





























文ノ著アルニ至ル,後帰郷シテ   J(第1巻188頁)なお,阿部耕雲に関する書類
富 岡
表5 寺子屋で使用されていた教科書
郷村名 師匠名 職名 教科書名 所在
勢多郡
原之郷村 小見勇造 名 主
読 今川 女今川 実語教 庭訓往来、商売往来 四書
1巻150頁書 平仮名 名頭文字 村名尽 国尽 本朝千字文(自筆)
算 ′ヽ筆見― 相場割??
中澤愛― 名 主
読 J 学ヽ 大学、中庸 論語 孟子、詩経 薔記 文選 史記




読 実語 今川 庭副




諄 ス壺 対尺 国尽 商売往来 庭司1往来 四書五経





読 今川了後 庭訓往来、商売往来 四書五経 ltt183貢

































































































































































































年  片 西 暦 期 間 勢 多 FI馬多野 廿 楽 碓 水 吾妻 利 根 新 田 山田 邑楽 計
江,ヨ時代初期 -1614 l 4
フL和 寛文 入和 16151683 3
元 裸 17031 2 3 l
正徳 享保 171173525 1 3 1 7
元支 寛保 延享 寛延 1736175015 1 3 4
宝暦 明和 安水 1751 3 l l 2 7
天明 寛政 享和 1303 l 0 10 l 31
文 (ヒ 女政 2 2 9 3 9 9 2
天 保 1 1 2 6 5 5
弘化 嘉永 18441853 7 19 6 17 8 16 1 9
安政 6 13 8
万延 文久 ,し冷 慶応 1867 8 19 29 7 17 7 7 17 147
不nJl 77113 55 64





































人 数 日 畑 馬 収 入
原之郷村 957 12561024 7181079496 65 05 300
横室村 283332 6,553875574 39 07 西
田嶋村 3133453,5 1 566 48253 52 472Jヒ
小暮村 123 476638 2.7073,55153339 52 05 509東
川端村 107 63 55243 02 南
日口村 535285555 2,69850027 04 934西








































日 畑 畑 家族構成 備 考















       (32)長男(lD次男(6)三男(2)馬1 41ヽ慶
'こ
3  10b′




















































































































































































































































































































































































年齢 人数 年齢 人数
7  歳 12歳 1
8 3 14 2
9 8 15 l
7 3






















































































郡名 村名 師lF名 弟子 開 始 廃 止 職 名 維持の方法 所在
群馬 高崎町 村上謙Fr 安政5年 明治4年 浪 人 5節句の謝儀で維持 2巻6
多野 藤岡町 乙 布 不 月 明
'冶
41 農民 定1ヌ無し 3巻11
新口 境 町 女チ美某 慶 応 明治初年 僧 侶 月謝で暮らす 4巻104
山 田 桐生口「 岩瀬徳 二郎 慶応 慶 応 束脩 謝儀のみ 4巻22
山 田 矢場村 木村保右門 末 期 明治3年 農民 束脩 謝儀のみ 4巻276







































































*7 教育行政関係者,師範学校教員,小学校教員で構成され,教育行政を調査研究 し調整 し
た団体
*8 群馬県教育史第1巻上 1∞頁
*9 日本近世村落生活文化史序説1%頁
*10 相給郷村 :江戸時代に複数の領主があった郷村
*11 江戸末期の領主別の石高が記録された台帳。旧高旧領取調帳:関東編 (木村礎著,近藤
出版社)
*12 日本近世村落生活文化史序説98頁
*13 群馬県立文書館紀要第57号65頁
*14 新潮新書,磯田道史著,江戸時代の古文書からの武士家計簿の観点から分析 した著述
*15 日本近世村落生活文化史序説143頁を参考に集計
*16 群馬県立文書館紀要第57号17頁
*17 日本近世村落生活文化史序説lM頁
*18 日本近世村落生活文化史序説鵬 頁
*19 寛政の改革時幕府の命令で設立されたが,町民が自主的運営 し飢饉等に備えた基金。
積金に対して幕府は手をつけなかったが,明治維新後に積金lЮ万両は政府に没収された。
*20 飢饉に備えた倉庫。幕府や大名の指令で設置されたが,設置 しない村もあった。
